
（別紙３）

～ 令和　7年　１２月　３０日

（対象者数） ４４名 （回答者数）
３４名

～ 令和　８年　１月　13日

（対象者数） 13名 （回答者数）
9名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動プログラムが固定化しないよう、職員間でアイディアを

出し合いながらより一層の拡充を図り、利用者が様々な経験

を出来るように努めます。

2

医療的ケアが必要な利用者について、引き続き職員間で密に

情報を共有し、安全に過ごすことが出来るよう努めていきま

す。

3
利用者の生活動線について適宜見直しを行い、安全に移動で

きる環境を常に用意できるよう努めていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

マニュアルの存在や内容については契約時にお伝えし、マ

ニュアルの改定時には通信やお便りにて保護者に周知してい

きます。

2

事前に年間スケジュール等でイベントをお知らせし、保護者

が足を運びやすいような工夫を行っていきます。

また、ニーズや状況に応じて保護者同士が関わることのでき

る場を設けていきます。

3

保護者のニーズに応じて個別懇談を行うことで、当事業所で

の利用者の様子や、支援・活動内容をお伝えする場を設けて

いけるよう努めます。

また、同意を得た上でSNSを使用し、活動の様子を保護者が

知ることができるような工夫を行っていきます。

感染症対策や緊急時対応マニュアル等に対する評価が低いこと
感染症対策や緊急時対応マニュアル等について事業所内で作成

し用意してあるが保護者への周知に関しては不十分でした。

保護者が参加出来るイベントの実施が少ないこと

保護者会を開催していない為、保護者が参加できるイベントが

年に数回と少なく、保護者同士が関りを持つ機会を十分に提供

できていない状況です。

支援や活動の内容を保護者に十分伝えきれていないこと

連絡帳にて保護者とやり取りをしていますが、直接お会いする

機会が送迎時に限られており、十分支援や活動の説明、お話を

する時間を確保することが難しい状況です。

看護師が常駐している為、医療的ケアが必要なお子様の受け入

れが可能です。

痰吸引や注入食、発作対応など看護師による医療的なケアを行

うことが出来ます。

また、ご家族からの健康面でのご相談や医療的ケアについての

お悩み事について解消できるよう心がけています。

スロープや手すり等の設備があり、バリアフリーに対応してい

ます。

スロープや手すり等の設備がある為、どなたでも安心してご利

用いただける環境が整っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用者の特性・状況に応じた支援や活動を提供しています。

個々の特性やその日・その場の状況に応じて、小集団や個別で

の活動を臨機応変に行いながら利用者が安心して楽しく過ごす

ことができるよう工夫を行っています。

また、理学療法士や言語聴覚士によるアセスメントや個別活動

を通して、より専門的な支援も日常的に行っています。

○事業所名 放課後等デイサービス　ずてーじプラス

○保護者評価実施期間
令和　7年　１１月　２６日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和　８年　１月　７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　８年　１月　１５日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


